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公明党が中国に行きたいということを表

明してから、約２年半、最終的には最後の松

村訪中の時に、ほぼ公明党の訪中がかたまっ

たようですが、行ってみて分かったことは、

公明党の評価が定まらなかったということが、

訪中がなかなか実現しなかった実情ではなか

ったかと思います。この点については周総理

も率直にそういっております。２年半の長い

間検討を重ねてきた中国側の見解は、とにか

く公明党は何かやるだろうということが、一

番の期待のようです。 

 

訪中に当たっての５つの基本 

 

今度の訪中にあたって、私たちが決めた基

本的な考え方は次の５点です。第一は公明党

の日中友好、国交回復への熱意を中国側によ

く知ってもらおうということです。第二は日

本国内における国民感情を率直に向こうに伝

えたい。とくに私たちの考えでは、ピンポン

外交等を見ましても、あの熱狂的な歓迎は、

佐藤総理をのぞいては日本中が、日中国交回

復を推進しようとしているような錯覚を、中

国側に与えているのではないだろうかと思い

ます。日本の国民の大多数が日中国交回復を

願っておりますが、しかしこの考え方は複雑

かつ多様であることを率直に伝えたいと考え

ました。第三は公明党と中国共産党とでは基

本的にイデオロギーが違う。この違う立ち場

での議論が果たしてできるかどうか、という

点も確認してきたい。第四としては、アメリ

カ帝国主義、日本軍国主義、こういう問題に

ついて日本の国民がどういう考え方を持って

いるか、ということを話し合うということで

す。第五は、日中国交回復問題について具体

的に中国側がどういう条件、考え方を持って

いるのか、これをできたら明らかにしたい。

あわせて秋の国連総会をひかえて、国連に対

して中国はどういう考え方をもっているのか、

率直に意見が聞けたら聞いてきたい。大体こ

ういう５つの方針で訪中してまいりました。 

また共同声明を出そうという考えをわれ

われは最初から持つまい、ということを合い

言葉としてまいりました。たとえていえば古

井さんたちの場合は、どうしても“覚書貿易”

を継続させなくてはならないという、きわめ

て追い込まれた形での話しあいをせざるを得

ないし、社会党の場合は、同じイデオロギー

を持つ政党として何らかの合意をしてこなく

てはならない。だが私たちはそういう意味で

は、きわめてフリーな立ち場で話しあいがで

きるのではないだろうか。そういう考え方で、

共同声明は出さなくてもよいという基本姿勢

でのぞみました。 

会談は代表団会議が５回、小委員会が１０

回、それに周会談が２回ということで１７回。

北京に着いたのが６月１７日の夜中で、会談

が始まったのは１８日から７月２日まで正味

２週間、毎日毎日議論のしづくめで視察の方

は思うようにできませんでしたが、話し合い

だけはとことんまでやってきたつもりです。

中国側の団長は王国権さんで、副団長が除明

さん、ピンポンで来た王暁雲さんが団員でし

た。 

 

人民を大切にしている毛政権 

 

最初に中国の印象から申しあげますと、い

わゆる毛沢東政権といいますか、その政治と

いうものが中国人民から非常な支援をうけて

いるということを、私は端的に認めないわけ

にはまいりませんでした。われわれはいわゆ

る共産主義というのは人間抑圧である、とい
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う考え方――これは私としては今でも変わっ

ているわけではありませんが――しかし、毛

沢東政権が非常に人民を大切にしていること

は事実だと思います。それから生活面ですが、

配給制をとっているのは主食、米、あわ、き

び、とうもろこし。しかし頭脳労働者が１人

1か月１５キロから２０キロ、肉体労働者で

２０キロから３０キロの配給量は食べきれな

いほどで、事実上配給制はないものと受けと

っていいと思います。綿布も配給制で、東北

はだいたい１人当たり２４尺、南の方が１４

尺ぐらいと聞きました。化繊、混紡、絹、毛

織物はすべて自由販売で品物は豊富です。あ

とは食料油が１人１か月０．５キログラムで、

これは若干足りない感じです。北はゴマ油、

南は落花生油が中心です。野菜、肉等はきわ

めて豊富に出回っています。購買力は非常に

旺盛だと私は見てきました。デパートにも品

物は豊富です。住宅は、完全に充足していま

す。いわゆる解放後、住宅は国有です。ただ

し農村において先祖伝来住んできた家は、私

有を認められています。 

普通の労働者の住宅は二間で床はタイル

と板と二種類あります。板を使ったものが上、

タイルは下です。家賃は電気、水道、汲取り、

雑費ふくめて１か月１．５元から３元。１元

は日本の１５０円です。労働者農民の１か月

の収入は約６０元で、食費は１人約２０元と

いっていました。５人で１００元あれば十分

に食べられる。そして１０元から２０元程度

の貯金をしています。何のための貯金かとい

うと家具の良いのをほしいという答えでした。

医療は現在就労しているものについては無料、

家族については５割９分、約半分が自己負担、

それのためにも貯金をしておく必要があると

いっていました。男女とも労働に従事するわ

けですが、女性の定年は５５歳、男は６０歳。

これをすぎると労働に参加しなくても、月額

報酬の６０％が年金として支給されています。

年金の保証は日本よりも、よほど確立されて

います。 

交通機関は、北京市内はバスと鉄道。住宅

と工場が近接していて通勤は歩いてか自転車

です。乗用車の数は非常に少ないようですが、

すべて自国産です。一般についてはバス、と

くに広洲等は全部トロリーバス。聞くところ

によると中国ではトロリーバスが非常に多い

そうです。青年、壮年、多くの人に会いまし

たが、明かるい表情で、自力更生ということ

が何かにつけて出て来ました。例のフルシチ

ョフの時代にソ連の技術団がすべて引き上げ

て以来、いっさい他人の世話にならないで自

分でやるということが確立されたようです。 

 

文革成功・すべて自力更正 

 

すべて自力更生、この新しい中国の建設の

息吹というものはまったくすごいものです。

何といっても文革が成功して、いわゆる修正

主義に逆もどりしないという意識はきわめて

強烈でした。いろんな話の中におきましても、

いわゆる社会帝国主義とアメリカ帝国主義は

絶対に許すことができないものである、とい

うことが強調されました。そのためにもより

高度な消費生活も、政策としてある程度セー

ブしているのではないか、と私は強く感じま

した。私たちは北京、広洲と長いこと滞在し

ましたが、お化粧した女性は 1人も見かけま

せん。パーマネントをかけた女性にも会いま

せんでした。質素で質実剛健な中に新しい中

国の建設の息吹きがもえたぎっているのを感

じました。 

現在、中国の人口は 7億 8千万といわれて

ますが、来年国勢調査をするそうで、おそら
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く９億になるだろうといっています。９億の

国民の衣食住がこれほど保証された時代とい

うものは、中国の歴史のなかでかつてないこ

とであろうと、われわれはみて来たわけです。

今日の日本や欧米の政策と比較すべきではな

く、あくまでも中国を理解する場合には、中

国の歴史との対決の上で評価すべきではない

だろうかと、われわれは考えます。 

文化施設等も丁寧に保存しています。たと

えば萬寿山、故宮、八達嶺、こういうものに

ついての保存、修復は良く行われています。

このように文化についても大切に保存してい

ますが、いわゆる反面教師、あらゆる遺跡や

文化はすべて帝政時代の搾取、暴政を実地に

教育する材料に使われています。たとえば万

里の長城、萬寿山、故宮、すべて秦、明、漢、

こういう時代の皇帝あるいは官僚がどれほど

人民を搾取したかという実地教育に使われて

います。 

 

米帝国主義と日本軍国主義 

 

17日の晩に北京空港に到着して、18日の

夜、団長の王国権さんを中心にした歓迎レセ

プションがありました。そのレセプションで

公明党の中国に対する態度を全部、私のあい

さつの中で申しました。その中にいわゆる５

原則を含めて発表しました。その後、王国権

さんと私の間で、アメリカ帝国主義問題と日

本軍国主義の問題が議題になり、いきなりそ

の席から激論になってしまいました。18日の

レセプションは非常にしらけきったものにな

ってしまいました。日本軍国主義については、

現実にそうなっているということは間違いで

ある、という判断で反論をしました。アメリ

カ帝国主義の問題についての中国側の主張は、

アメリカ帝国主義は全世界を侵略しており、

それはアジアにおいて、中東において、ある

いはラテン・アメリカにおいて顕著であると

いうことでした。たくさんの資料を持ち出し

て一つ一つ具体的事実を提示して「このよう

なものをわれわれはアメリカ帝国主義といっ

ている。われわれは理論だけでなく具体的な

問題として米帝国主義というものを認識して

いるのだがどう思うか」ということでした。

１９日から４日間はアメリカ帝国主義の議論

が朝から晩までくりかえされたわけです。わ

れわれは「マルクス・レーニン主義をイデオ

ロギーとしていないので、いわゆるマルク

ス・レーニン主義に基づく帝国主義論を承認

することはできない。ただアメリカの今日の

アジアその他での問題については、アメリカ

の反共産主義に基づくものであるというので

あればわれわれは了解できる」ということで、

議論しました。 

その後、日本軍国主義について約１週間議

論が重ねられました。朝の１０時から翌朝の

午前６時まで議論というのもしばしばでした。

たくさんの資料を山積みにして日本軍国主義

の兆候、現実というものをわれわれに説明し

ました。これについてわれわれは向こうの認

識の違い、われわれの考え方というものを説

明しました。結局、アメリカ帝国主義の問題

も日本軍国主義の問題も平行線をたどって結

論がでませんでした。お互いにいいたいこと

はいいつくしたと判断して、２７日の晩、私

は中国側に「共同声明は今回われわれは出す

つもりはなかったし、出さなくて結構です。

共同談話についても結構です。ただ単独で談

話だけを出して２９日には予定通り帰国した

い」と申し入れました。すると２８日の早朝

に突然、周総理がわれわれに会うといって来

たのです。 

その晩の周恩来総理との会談は１０時か
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ら１２時半にわたって行われました。この周

会談の中では、代表団会議、小委員会での議

論について、われわれの意見と中国側の意見

を確認しあう形で話し合いが進められました。

まず私から周恩来総理に、日中国交回復につ

いて「具体的にどのような条件が満たされれ

ば、中国側は日本との国交を回復して戦争の

終結に応ずることができるのか」と質問しま

した。それに対して公明党の主張をひとつ一

つあげて、公明党の主張が通れば国交回復が

できるという雰囲気でした。 

また、小委員会や代表団会議で、すべての

意見が一致しなければ友好関係が開けない、

というのが向こうの意見でしたので、そこで

総理にこのことを確認しました。すると「そ

んなことはない、われわれは中国共産党であ

り、皆さんは日本の公明党である。根本的に

世界観もイデオロギーも違う。意見が全部一

致すること自体が不可能である」という発言

でした。私はこの発言を盾にして最後の交渉

をしたわけです。 

 

周総理の提案で共同声明へ 

 

最後に周総理から「皆さんは明日帰られま

すか。こんな有益な会談がなされたのに何も

文献に残さないのは残念です。何とか文献に

残しませんか」という発言がありました。私

も周総理のいうように、意見が全部一致する

ことが不可能だという前提ならば、われわれ

も文献を残すのにやぶさかでない、と。それ

なら帰国をのばしませんか、ということにな

って２９日の出発が延期されたのです。２９

日からは今までの討論は全てうち切って、周

総理との会談の内容についての起草委員会に

切りかえようという提案をいたしました。そ

して２９日から２日まで４日間をかけて、あ

の共同声明を作成したわけです。 

字句の解釈でいろいろと対立しました。た

とえば結託という言葉があるわけです。“いわ

ゆるアメリカ帝国主義と日本軍国主義は結託

して朝鮮半島を侵略している”という文句が

出てくるわけです。われわれが結託とは悪い

言葉で、まともな日本人は使わないのだ、と

説明すると、当用漢字の字引を持ってきて「い

い意味では使わないが悪い意味だから結託だ。

結託は立派なことばです」という次第です。

何んとか説得して“連携”ということばに直

しました。あるいは“沖縄返還はペテンであ

る”という文句についても、われわれはペテ

ンというのはヤクザが使う言葉で、まともな

人間は使わないのだと話すと、だからこそ使

うという。これを“欺まん”ということばに

直すのに何時間もかかる。あるいは“蒋介石

一味を国連から追い出さなければならない”。

この一味をとるとらないで１日がかりで議論

し、最後に共同声明では一味がグループにな

ったわけです。そういうのがたくさんありま

す。 

しかし、われわれは終始一貫次のように主

張し続けました。私たちがいわゆる中国ペー

スといわれたのでは、結局、日中国交回復を

願わないものを勇気づける。いたずらに言葉

を強めたのでは、かえって日中国交回復にマ

イナスになるということを強調しました。国

民の皆さんに素直に読んでいただけるような、

国民を代表するような共同声明でなければつ

くらない。こういうわれわれの姿勢は全部と

はいいませんが、相当貫けたのではないかと

思います。米帝国主義、日本軍国主義の問題

についても、日本の国民感情は向こうも十分

すぎるほど分かったのではないかと思ってお

ります。ただ、われわれもこんなことをしみ

じみ感じました。われわれが新宿や銀座に住
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んでいて米帝国主義や日本軍国主義の問題を

認識するということは困難であると同時に、

またこのような東京にいて軍国主義などは全

く感じないのも事実です。しかし長い間中国

が、特に近世１００年列強の植民地政策やあ

るいは第二次世界大戦で日本とは比べものに

ならない被害をうけて、なおその後蒋介石政

権との内戦――こういう歴史をふり返ってみ

ると、米帝国主義や日本軍国主義に対する警

戒心というものは納得できる気がいたしまし

た。 

周総理との２回目の会談は農業問題と経

済問題が中心でした。こんな話でした。日本

が７０年代に農業を見すてて工業だけで立つ、

その代わり東南アジアにその食糧を求める。

日本は資源を輸入し製品をつくって東南アジ

アへ押しつけるとなると、いつまでたっても

東南アジアは日本の食料提供だけの国にすえ

置かれてしまう。だから減反政策は日本のア

ジア政策につながっている。要するにアジア

の国々をいつまでも農業国としておくための

政策になっている。日本だけがアジアにおけ

る工業先進国としての地位を確保して行くつ

もりではないのか。また、東南アジアに対す

る大資本の投下はきわめて危険な様相をおび

てきている。ということは、日本の大企業の

進出はいきおい現地政権との結びつきを強く

する。経済援助も同様。日本の資本の投下や

日本の権益が東南アジアの国に大きくなるに

従って、現地政権との癒着がはなはだしくな

って来る。これが発展をすると、日本の権益

を守るために現地政権を擁護する姿勢が強ま

ってくる。民衆が現地権制を否定しようとし

てもできない。その国の住民が現体制を何と

か変えようと思っても、現体制が壊されたの

では、日本の権益がそこなわれるということ

で、最終的に日本の海外派兵ということも決

して考えられないことではないというわけで

す。 

いわゆるマルクス・レーニン主義に基づく

帝国主義論について長い間周総理がわれわれ

にこう話しました。しかし、こういう話が単

にマルクス・レーニン主義に基づいて中国が

錯覚をしているとは、わたしも東南アジアを

まわってみて、必ずしもいえないと思いまし

た。現地政権に対する不明朗な日本の海外援

助のあり方、まだまだＧＮＰ１％にみたない

海外援助費ではありますが、この１％にきわ

めて大きな期待を東南アジアの国々はいだい

ている。こういうことを考えますと、たしか

に周恩来総理の心配というものは単にマルク

ス・レーニン主義だけに基づくものではない。

東南アジアに対する過剰な資本投下、経済進

出、これをいちばん心配しているのではない

かと私は考えます。 

最後に台湾問題についてですが、台湾につ

いては理屈をこえた執念があるように思いま

した。とくに蒋介石グループに対する憎しみ

は強烈なものです。いまの中共の幹部の大部

分は蒋介石に殺されているということです。

たとえば毛沢東主席の兄弟、奥さんを殺した

のは国民党軍です。日本軍ではありません。

中国では日華平和条約のことを日蒋条約――

日本と蒋介石の条約といいますが、この問題

は決して後でとか、たな上げできる問題では

ないという印象を受けました。ニクソン大統

領との会見で明らかになると思いますが、台

湾問題をのぞいた会談は絶対ありえないと確

信します。 

もう一つ、いわゆる社会帝国主義に対して

これほど強い姿勢をもっていたのか、という

ことを改めて認識し直しました。まだ国交は

断絶しているわけではありませんが、ソ連の

修正主義、社会帝国主義、これは断じて許す

わけにはいかないという姿勢です。また矢野
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絢也さんからの報告を聞きますと、ソ連の中

国に対する反発は非常に強いそうなので、当

分、ソ連と中国との友好関係は期待できない

のではないかと思います。 

 

避けて通れない台湾問題 

 

確かに中国側は日中国交回復について熱

意を示してくれました。ただ、周総理は「カ

ナダ、イタリアの場合と日本とでは全く地理

的条件、歴史的条件が違い、いきさつも違う。

台湾問題をたなあげにした解決はあり得な

い」ということをいろんな意味を含めていっ

ていました。私は日本の政府が一番先に態度

を明らかにしなければならない問題は、一つ

の中国論だと思います。この前向きの姿勢を

まず政府が示してくれれば、後は一歩一歩氷

解していくのではないかと強く感じました。 

もちろん台湾問題は避けては通れません

が、その前に政府がやらなければならないの

は一つの中国の立ち場に立つことです。私は

佐藤総理に申しあげたかったのですが、いま、

佐藤政権が明確に１つの中国論を出さなくて

もよいが、ただ佐藤政権にやってもらいたい

ことは一つの中国論を示唆すること。それだ

けでいいのではないかとつくづく思います。

キッシンジャーが周恩来総理と話しをしたの

は、おそらく一つの中国論を示唆したことに

つきるだろうと思います。こういう点で中国

側の考え方は、原則は固いといいますが、決

して話の分からない国ではないということを

痛感して帰ってきました。原則は原則として、

十分に話し合える国であると強く感じました。 

林（北海道新聞） いまの話しを聞いた感

じでは、周会談と王国権会談との差に何か戦

術的なニュアンスが感じられるのですが、い

かがでしょうか。 

答 私はその辺のところはくわしくない

のですが、代表団会議、小委員会ではきわめ

て中国側の態度は強かった。こちらも一歩も

ゆずらなかったためデッドロックにのり上げ

た感じでした。２週間で公明党をたたくだけ

たたいてみようという意図があったんだろう

と思います。それで出すものを全部出させた

上で、周会談ということになったのだと思い

ます。 

今（北海タイムス） 現在の中国における

宗教問題についてうかがいたい。 

答 宗教の実態については視察も話し合

いもありませんでしたが、建物はちゃんと残

っています。憲法では信教の自由は認められ

ていますが、実際にはないというふうに思い

ました。 

楓（東京新聞） 国連加盟について中国側

の見解はいかがでしょうか。 

答 非常に幅のある周恩来総理ですから

推測は困難ですが、基本的な態度は次のよう

なものだと思います。「私たちは本来国連に入

っていたわけです。中共を追いだしたのは国

連です。したがって私たちの方から国連に入

れてくれとは絶対にいいません。中華人民共

和国を国連に復帰させるのは、国連自体の問

題でしょう。われわれから入れてくれとはい

わないが、国連が復帰させるならば、台湾政

府は当然追い出すべきです。同時にすべての

国連の地位というのは中華人民共和国が持つ

のは当然です」。この態度はおそらく、大きく

変化しないと思います。ニクソン大統領との

会談でも、この基本的姿勢は貫くだろうと思

います。 

（文責・編集部） 


